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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年５月期第３四半期の業績（平成29年６月１日～平成30年２月28日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年５月期第３四半期 6,731 7.1 △23 － 14 △93.0 3 △97.6 

29年５月期第３四半期 6,285 △0.8 177 14.5 214 10.9 143 15.4 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年５月期第３四半期 0.71 － 

29年５月期第３四半期 29.17 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年５月期第３四半期 12,091 7,960 65.8 

29年５月期 11,790 7,996 67.8 
 
（参考）自己資本 30年５月期第３四半期 7,960 百万円   29年５月期 7,996 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年５月期 － 6.00 － 6.00 12.00 

30年５月期 － 6.00 －     

30年５月期（予想）       6.00 12.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年５月期の業績予想（平成29年６月１日～平成30年５月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,200 10.1 65 25.9 100 5.9 65 1.4 13.22 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年５月期３Ｑ 5,500,000 株 29年５月期 5,500,000 株 

②  期末自己株式数 30年５月期３Ｑ 565,159 株 29年５月期 583,136 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年５月期３Ｑ 4,925,768 株 29年５月期３Ｑ 4,917,465 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等に基づいて作成したものであり、実際の業績

は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報
(１)経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における板紙業界におきましては、海外の需要増により原紙の原料となる古紙価格が

高騰し、原紙メーカーである当社を取り巻く経営環境は非常に厳しいものとなりました。 

 こうした状況のなか、当社は経営全般にわたるコスト低減に総力を結集する一方、需要に見合った生産レベ

ルの維持と適正な製品価格の実現に努めました。そして、過去に例のない古紙の値上がりの状況下で収益を確

保するため、板紙製品価格の改定を実施し、その浸透に努めました。 

 板紙事業におきましては、第２四半期以降は製品価格の改定の効果で売上高が増加したものの、原料価格高

騰によるコスト高の影響を完全に吸収するには至らず、大幅な減益となりました。 

 また、美粧段ボール事業におきましては、主力の通信機器関連品の減少により、減収減益となりました。 

 この結果、当第３四半期累計期間の売上高は6,731百万円(前年同四半期比7.1％増)、営業損失は23百万円(前

年同四半期は営業利益177百万円)、経常利益は14百万円(前年同四半期比93.0％減)、四半期純利益は３百万円

(同97.6％減)となりました。 

 各セグメントの概況は次のとおりであります。 

○板紙事業 

 当事業関連では、販売数量は微増にとどまりましたが、製品価格値上げの影響もあり、売上高は5,883百

万円(前年同四半期比9.9％増)となりました。 

○美粧段ボール事業 

 当事業関連では、主力の通信機器関連品の減少により、売上高は847百万円(前年同四半期比9.2％減)と

なりました。 

(２)財政状態に関する説明 

 当第３四半期会計期間末の総資産は12,091百万円となり、前事業年度末に比べ300百万円増加しました。内

訳は、流動資産が447百万円の増加、固定資産が147百万円の減少であります。

 流動資産増加の主な要因は、受取手形及び売掛金600百万円の増加であります。また、固定資産減少の主な

要因は、機械及び装置138百万円の減少であります。

 負債は4,130百万円となり、前事業年度末に比べ336百万円増加しました。内訳は、流動負債が313百万円の

増加、固定負債が22百万円の増加であります。

 流動負債増加の主な要因は、支払手形及び買掛金145百万円の増加であります。また、固定負債増加の主な

要因は、繰延税金負債６百万円の増加であります。

 純資産は7,960百万円となり、前事業年度末に比べ35百万円減少しました。主な要因としては利益剰余金55

百万円の減少であります。

 以上の結果、自己資本比率は前事業年度末の67.8％から65.8％となりました。

(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、原料古紙価格の動向は不透明ながら、引き続き高値で推移することが見込まれま

すところ、板紙製品価格の改定が浸透しつつありますので、平成29年7月14日に公表した業績予想を変更して

おりません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記
(１)四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成29年５月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成30年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,068,722 2,786,968 

受取手形及び売掛金 3,041,618 3,641,955 

商品及び製品 359,863 347,749 

仕掛品 20,983 21,033 

原材料及び貯蔵品 351,788 465,788 

その他 172,310 199,360 

貸倒引当金 △2,000 △2,000 

流動資産合計 7,013,286 7,460,855 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 500,652 467,618 

構築物（純額） 110,078 104,997 

機械及び装置（純額） 1,230,092 1,091,858 

車両運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 15,492 11,384 

土地 194,549 194,549 

リース資産（純額） 18,793 35,506 

有形固定資産合計 2,069,657 1,905,915 

無形固定資産 3,911 3,679 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,691,970 2,708,816 

出資金 9,793 9,793 

その他 2,295 2,324 

投資その他の資産合計 2,704,059 2,720,933 

固定資産合計 4,777,628 4,630,527 

資産合計 11,790,915 12,091,383 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,026,649 2,172,537 

未払金 273,359 249,780 

未払費用 422,203 554,202 

未払法人税等 2,163 50,999 

その他 43,175 53,688 

流動負債合計 2,767,551 3,081,209 

固定負債    

繰延税金負債 549,581 556,484 

退職給付引当金 409,798 415,372 

役員退職慰労引当金 56,251 － 

その他 11,024 77,506 

固定負債合計 1,026,655 1,049,363 

負債合計 3,794,207 4,130,572 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成29年５月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成30年２月28日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 821,070 821,070 

資本剰余金 734,950 738,312 

利益剰余金 5,004,597 4,948,971 

自己株式 △219,674 △213,086 

株主資本合計 6,340,942 6,295,267 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,655,765 1,665,542 

評価・換算差額等合計 1,655,765 1,665,542 

純資産合計 7,996,708 7,960,810 

負債純資産合計 11,790,915 12,091,383 
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(２)四半期損益計算書

(第３四半期累計期間)

    (単位：千円) 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成28年６月１日 

 至 平成29年２月28日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成29年６月１日 
 至 平成30年２月28日) 

売上高 6,285,409 6,731,225 

売上原価 5,103,580 5,730,103 

売上総利益 1,181,828 1,001,121 

販売費及び一般管理費 1,004,324 1,024,701 

営業利益又は営業損失（△） 177,504 △23,579 

営業外収益    

受取配当金 33,355 36,668 

受取保険金 1,421 － 

その他 4,216 3,667 

営業外収益合計 38,993 40,335 

営業外費用    

売上割引 1,660 1,761 

その他 3 6 

営業外費用合計 1,664 1,768 

経常利益 214,832 14,987 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 569 

特別利益合計 － 569 

税引前四半期純利益 214,832 15,556 

法人税、住民税及び事業税 84,776 54,042 

法人税等調整額 △13,378 △41,970 

法人税等合計 71,397 12,072 

四半期純利益 143,435 3,484 
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(３)四半期財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。
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